
農業競争⼒強化基盤整備事業のうち
⽔利施設整備事業＜公共＞

＜対策のポイント＞
農業⽔利施設の適切な更新・⻑寿命化対策に加え、管路化・ICT活⽤等により⽔利⽤の効率化、⽔管理の省⼒化を推進します。

＜事業⽬標＞
○ 農業⽔利施設の機能が保全され、農業⽤⽔が安定的に供給されている農地⾯積の割合（10割［令和11年度まで］）
○ 更新事業の着⼿地区において施設の集約・再編、ICT導⼊等により維持管理費を削減する地区の割合（10割［令和11年度まで］）

＜事業イメージ＞＜事業の内容＞
１ 基幹的な農業⽔利施設等(ダム、頭⾸⼯、⽤排⽔機場、幹線⽤排⽔路等)の整備

地域の営農⽅針に応じて農業⽔利施設の新設、廃⽌⼜は変更を実施します。
２ 基幹的な農業⽔利施設等の⻑寿命化対策や施設の集約・再編

機能保全計画に基づき、農業⽔利施設の更新・⻑寿命化対策や集約・再編を実施します。
３ 流域治⽔対策の推進

流域治⽔プロジェクト等に位置付けられた農業⽔利施設の整備（治⽔協定ダム、頭⾸⼯、排⽔施設、
⽔位計等の⽔管理システム※、⽥んぼダム地区の⽤排⽔施設の整備等）を実施します。

４ 脱炭素化の推進
⼩⽔⼒発電施設の導⼊やポンプ設備の省エネ化等を加速して脱炭素化を推進します。
【附帯事業】省エネ化の取組によるエネルギー消費効率の改善に対する促進費を交付（令和11年度まで）

５ 農地の集積・集約等を促進するための⽔利システムの確⽴
①担い⼿への農地集積を促進するための農業⽔利施設の整備、農地の⼤区画化等を実施します。
②作付転換に伴う農業⽔利施設の集約・再編等を実施します。
③転作作物を導⼊した営農に必要な排⽔施設の整備等を実施します。

６ 管理の省⼒化・低コスト化に資する簡易な農業⽔利施設の整備
ゲート・分⽔⼯の⾃動化など、管理の省⼒化等に資する簡易な整備を実施します。

７ 施設を効率的に整備・活⽤するための調査・実施計画策定等
⽔利⽤の調整や施設計画・機能保全計画の策定（施設計画策定のうち、重要地区・施設に係る
定額⽀援は令和11年度まで）、道路下・⼤⼝径パイプラインの緊急調査（事故の兆候が認められた
場合には緊急防災等⼯事計画を策定）（令和12年度まで）を実施します。

＜事業の流れ＞
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【実施要件】 受益⾯積200ha以上 等

※河川管理者への情報提供機器の整備を定額⽀援（令和12年度まで）

※下線部は拡充内容

【附帯事業】中⼼経営体への農地集積・集約に応じた促進費、農業構造転換特別対策費を交付

令和８年度予算概算決定額 62,469百万円（前年度 67,763百万円）の内数
〔令和７年度補正予算額 103,479百万円の内数〕

（03-3502-6246)農村振興局⽔資源課［お問い合わせ先］


